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〔西条古墳群の概要〕〔西条古墳群の概要〕

　西
さ い じ ょ う こ ふ ん ぐ ん

条古墳群は、現在の西条山手１丁目から山

手２丁目にかけて分布する古墳群です。かつて

は 40 基ほどの古墳がありましたが、昭和 38

（1963）年にはじまった県営神
か ん の

野団地の造成

工事によって、行
ぎょうじゃづか

者塚古墳、人
ひ と つ か

塚古墳、尼
あ ま つ か

塚

古墳の３基の古墳を除くほぼすべての古墳が破

壊されてしまいました。その後、幸いにも破

壊を免れた行者塚・人塚・尼塚古墳について

は、「播
は り ま

磨における古墳時代の成立発展を考え

るうえで貴重な遺跡」であるとして、昭和 48

（1973）年に国
く に し せ き

史跡に指定されるとともに、

平成７（1995）年以降、史跡整備に伴う発掘

調査が断続的に実施されました。

〔行者塚古墳の概要〕〔行者塚古墳の概要〕

　行者塚古墳は、後円部と前方部にそれぞれ２基、計４基の造
つ く

り出
だ

しをもつ全長約 99 ｍの

前
ぜ ん ぽ う こ う え ん ふ ん

方後円墳です。墳
ふんきゅう

丘の周囲には幅約 11 ｍの鍵穴形の周
しゅうごう

濠がめぐっており、一部では外
が い て い

堤や

外
がいしゅうこう

周溝の存在も確認されています。墳丘は３段築
ち く せ い

成で、各斜面には葺
ふ き い し

石が施されています。また、

各段の平坦面には多数の円
え ん と う は に わ

筒埴輪がめぐらされているほか、後円部頂部、西造り出しや北東造り

出しなどでは様々な形
けいしょう

象埴輪が出土しています。

　埋
ま い そ う し せ つ

葬施設は、後円部頂部の墓
ぼ こ う

壙で３基の粘
ね ん ど か く

土槨が確認されているほか、北東造り出しにおいて

１基の粘土槨が確認されています。後円部頂部の埋葬施設では、晋
し ん し き お び か な ぐ

式帯金具や鍑
ふ く

などの大陸系文

物や、各種鉄製武器や農工具、鉄
て っ て い

鋌などの多種多様な副
ふ く そ う ひ ん

葬品を収めた副葬品箱（いわゆる「中央

副葬品箱」と「西副葬品箱」）が発見されています。

〔行者塚古墳の埴輪、土製品・土器〕〔行者塚古墳の埴輪、土製品・土器〕

〇円筒埴輪〇円筒埴輪

　行者塚古墳では、墳丘の各段平坦面や各造り出しに円筒埴輪（朝
あ さ が お が た

顔形・鰭
ひ れ つ き

付を含む）が多数め

ぐらされていました。発掘調査で情報の得られていない東造り出しを除いて、その数は 2100

本以上と推定されています。分析の結果、行者塚古墳の円筒埴輪は、その形態や大きさなどから、

大きく３つの規格（A 型・B 型・C 型）、細分すると８つの規格によって作り分けられたものが

存在していることがわかりました。また、これらの埴輪は、規格によって製作技術に違いがみら

れるため、複数の工人集団によって作られたものであることが明らかとなりました。

　このほか、これらの円筒埴輪の墳丘上での配列場所をみると、A 型は墳丘西側の後円部・前方

部第１段平坦面に、B 型は東くびれ部の後円部・前方部第１段平坦面や前方部第２段平坦面など

に配置されており、各規格によって配列場所が異なっていることもわかりました。
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図１　西条古墳群分布図図１　西条古墳群分布図



〇形象埴輪〇形象埴輪

　行者塚古墳では、後円部頂部や各造り出し、くび

れ部の谷部などの特定の場所から形象埴輪が出土し

ています。西造り出しでは土
ど せ い ひ ん

製品や土
ど き

器とともに数

多くの家
い え が た

形埴輪が配置されていたほか、北東造り出

しでは粘土槨の上に家形埴輪と並んで甲
かっちゅうがた

冑形・盾
た て が た

形・

靫
ゆ き が た

形埴輪といった武具形の器
き ざ い

財埴輪が配置されて

いました。このほか、東くびれ部の谷部では、古墳

時代の「水」にまつわる祭祀に関連するとみられる

樋
ひ が た

形土製品（導
ど う す い し せ つ が た

水施設形埴輪）とともに囲
かこいがた

形・家形

埴輪が出土しています。場所によって配置される形

象埴輪に違いがあり、それぞれ異なる意味や役割が

与えられていたものと考えられます。

〇土製品・土器〇土製品・土器

　行者塚古墳では各造り出しを中心に土製品と土器

が出土しています。特に西造り出しでは、笊
ざ る が た

形土器

や小型の土
は じ き

師器（坩
か ん

・壺
つ ぼ

・器
き だ い

台・高
た か つ き

杯）とともに、

魚や鳥、あけびの実や菱
ひ し

の実などを象
かたど

ったとみられ

る食物形土製品が多数出土しており、これらのものはもともと笊形土器や高杯の上に載せられて

いたと考えられます。また、その出土状況や、同じ方
ほ う け い は に わ れ つ

形埴輪列で出土した多数の家形埴輪との配

置状況から、これらの土製品と土器は家形埴輪群に対する食
しょくもつきょうけん

物供献を示すものと考えられます。
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図２　行者塚古墳の円筒埴輪図２　行者塚古墳の円筒埴輪

図３　行者塚古墳の形象埴輪、土製品と土器図３　行者塚古墳の形象埴輪、土製品と土器
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